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Summary 

百lIsstudy attempts to identi命th巴imageof a "healing landscape" as one由.atbrings relief or 

peace仕omwritten descriptions provided by general people of different age groups (10ω29，30 to 

59， and over 60 years of age) and elderly p巴opleof Karaoke singing groups. Each of 312 young 

p巴ople，181 middle aged p∞ple， 180 elderly people and 167 elderly 合'omKaraoke singing groups 
was asked if也巴ycan imagine a scene which brings th巴mrelief or peac巴， and to describe性lescene 

(s). The predominant images were categorized as "Nature Abundant Landscape"， especially 1組 d-

scape with pl叩 tswi白nourishingenvironment. Some of仕leimages also suggest血巴 importanceof 

security in spaces. From these results， "healing landscape" should be a space repr<巴sentingsustenta-

tion佃 dsecurity， and p∞ple involves with spaces in two ways : Active involvement， such as grow-
ing plants祖 dpassive involvement， such as appreciating plants. 

Keywors : Healing landscape， nature abundant landscape， active involvement， passive involvement 

はじめに

癒しとは，人聞が本来もっている「生きる力」がス

トレスによって損なわれたときに，それを元の状態に

まで戻すプロセスである(浅野ら，1999)。その癒しの

効果を，緑豊かな空聞が，私たちにもたらしてくれる

といわれている。この緑豊かな空間とは，具体的にど

のような空間であろうか。また，それを構成する要素

には，どんなものがあるのだろうか。

コミュニティ形成(赤津・中瀬，1999)，園芸学分野で

は，身近な緑や植物の心理的効果として，住宅の庭に

おける家庭園芸に対する意識(位田ら，1995)，コミュ

ニテイ・ガーデンにおける活動の可能性(林ら，

窓を開けて眺める風景や散歩に出かけていきたくな

る空間，知人と談笑したくなる場所など，人間の暮ら

しの場をデザインし，その場を創り出していくランド

スケープを考えるうえで，これらはきわめて重要な課

題である。

これまで， I癒しJ，I風景」についての研究とし
て，造園分野では，緑がもたらす心理的効果(近

藤，1978)，景観が人々に与える印象(古谷，1997)，思

い出の風景(青木，2000)，高齢者や住民の緑化活動と

2005年9月17日受付.2006年2月28日受理.
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1997) ，都市計画学分野では，景観における「安らぎ

感J(大山ら，1991)，芸術療法分野では，風景構成法や
箱庭療法の構成テーマとしての風景(山中，1984)，医

療分野では，臨床の場でのハードとソフト(日経メ

デイカル，1997)などの研究がある。アメリカでは，

Healing GardenやHealingLandscapeという言葉が使わ

れているが，医療施設での環境整備の研究 (Tyson，

1998)に止まっている。

このように人が癒される空間に関わる各分野での研

究動向のなかには， I風景による癒し」について具体
的に論じているものや，人がどのような風景を癒しと

して求めるかを探った研究は少ない。

人聞が植物から得る精神の癒しを明らかにするため

には，風景を構成する植物，水，光などのどのような

要素に，人が癒しゃ安らぎを感じているかを知る必要
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がある。これを明らかにするために本研究では，健常

者(健康で，外出機会の多い，比較的死に対する意識

の少ない人々)を対象に，どのような風景の要素に

「癒し」を感じるかを調べた。

研究方法と結果の取りまとめ

健常者がどんな風景で癒されるか，あるいは安らぐ

と考えているかについて，さまざまな会合の場 (20

~ 60人程度)でアンケート調査によって調べた。そ

の方法は次の通りである。

まず全員に目を槙って 1分間ゆっくりと深呼吸して

もらい，目を膜ったままの状態で， rホッとする風
景，安らぐ風景とは，癒される風景であるJという補
足説明を行ったあと， rあなたは，目をつむってホッ
とする，安らぐ風景が思い浮びますかjと問うた。こ

の質問に「はいjと答えた回答者に対して， rそれは
具体的にどのような風景ですかJとたずね，その回答

Table 1. Outline 01 respondents. 

第1表.回答者の属性と回答内容別内訳.

グループ年齢 性別 回答者数ヌ 癒される風景が思い浮かぶか 7

は~" いいえ7

男 84(100) 72(86) 12(14) 

若者 10-29 女 228(100) 202(89) 26(11) 
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中年 30-59 女 137(100) 133(97) 4(3) 
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小計 181(100) 173(96) 8(4) 

男 176(100) 126(72) 50(28) 

高齢者 60以上 女 171(100) 131 (77) 40(23) 
ーーーーーーーー--由『一一『一一一一一ーーーーーーーー由自ーーーーーー園田ーーーーーーーーーー一一一一一』ー

小計 347(100) 257(74) 90(26) 

ヌ( )内は回答者数に対する割合(%に

Table 2. Classilication 01 description 01 healing landscape 

第2表.癒しの風景の具体的記述の例と分類.

をA4白紙に自由に記述させた。回答時間は原則とし

て 10分間であった。アンケート用紙は，その場で全

員から回収した。

回答は，1)癒しの風景を想起できるか否か， 2) 

自由記述による具体的な癒しの風景のシーンとはどん

なものかを，1)平均寿命からもっとも遠い1O~20

歳代の若者グループ， 2)次世代を育てることを含む

社会的責任のある 30~50 歳代の中年グループ， 3) 

多くが退職者である 60歳以上の高齢者グループの，

三つの年齢グループに分けて整理した。

まず，回答者の内訳と癒しの風景を想起できるかと

いう聞いに対しては， 1O~20 代の 88% ， 30~50 代の

96%， 60代以上の 74%が思い浮かべることができる

と答えた(第 l表)。

次に，回答者が自由に記述したイメージをまとめた

ところ， 12のキーワードで整理することができ，そ

れらの 1~6 は， r植物のある自然の風景j，7 ~9 は
「植物以外の自然風景j，10は「人や家庭の風景j，11 

は「人工的な風景j，12は「その他jの五つに類型化

された(第2表)。

結果と考察

1.自然要素のある風景に癒しを感じる

類型別にみると，若者グループでは「植物がある風

景」が61%，r植物以外の自然風景」が23%で，これ
ら自然要素の二つの類型を癒しの風景として記述した

ものが全体の 84%，r人や家庭の風景jが 10%，街に
代表される「人工的な風景Jは 4%であった(第3
表)。これに比べ中年グループでは，自然要素のある

風景に癒しを感じると答えたものは 93%に及んだ。

類型 キーワード 具体的な記述

1.山や緑 植物のある風景，緑や風を感じる心地よい所，緑豊かな森の風景，新緑の山々，みずみずしい緑ー若葉の

背景的

山並み司紅葉した山々，山の中の小選司緑陰の風景，山頂からの眺め宅等

植物 2.草原 大草原と青い空と白い雲，大草原の中の一本の大木，芝生に寝転ぶ風景，草原にお花畑と鳥の声，ハイジ
が住んでいるような高原『広い草原で思寝，動物と遊ぶ草原，等

の な 田園風景噌困舎の風景司里山，子どもの頃住んでいた田畑のある風景司早朝の農園，田畑の側の小川のせ
あ
風景
3.回国

せらぎ，花や草のあるイギリスの田園風景司等
る

山と川のある風景，鳥の声のする新緑の川辺司新緑の露天風呂，秋の谷川に紅葉と鳥の声，山の見える湖自 4.水と緑

自
究負E や川のほとり明るい雑木林に固まれた水辺司等
風
近身 5.庭や公園 自宅の庭やべ‘フンタの手入れ，ハウス内の花の水やり，一心不乱L草を抜くー植物を育て花を生ける噌庭究売
景 でペットと遊ぶ，季節の木や花や芝生のある公園，等
の

j景な曳風 6.草花 花のある風景，緑と花のある風景ー花の咲くところ，美しい花，菜の花畑弔フベ‘ンダー畑司草花と昔の家

景 と水車のあるところ，黄色一面の菜の花，きれいな花のある墓地，等

布物タ比童十i 
7.海

海辺司春の海，南の海、海のキフキフ光る風景，海とさざなみ司海と空司青い空と海と波の音とヤシの
木，海岸沿いを走る汽車と煙司海に沈む夕日『等

8.空
空司青空司空に浮かぶ雲司雲が流れる青空司夕日と地平線，平城尽跡に落ちる夕日司青空に鱗雲とタ8，

暴曇
海に浮かぶ月宅星と満月，クラデーションの夕焼け空，等

9.その他の自然
雨の風景弔問の中のオレンジのァントで鍋が火にかかる司季節や時聞を運んでくれる匂いを感じるもの司
何もない真白な風景，車の騒音や排気力スが無い自然司言葉では表現できない風景司等

10.人や家庭の風景
安心できる人が周りLいる『縁側でおばあちゃんの居眠りの風景，火の周りで人と語らう，家族とすごす
食卓司一人の部屋，家族のやさしい言葉と笑顔雫ゆりかごで眠る赤ん坊弔縁側でまどろむ猫『等

11.人工的な風景
喫茶庖で一人ゆっくりコーヒーを飲む司プルシアンブルーの伎に走るオレンジ.のフインの汽車『品いとこ
ろから見た街、ビルの高層階からの朝日を浴びたビル群，崩れた製鉄所の建物司等

12.その他
汗をかくぐらいダンスをする司慣れ親しんだ場所全て『ネットサーフィン『お茶や香りを楽しむ，静かで
人気の無いところ噌おいしいものを食べる時，夫婦健在でくよくよせず趣昧を持つ，等
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Table 3. Each type 01 images by group (%). 
第3表.類型別にみた回答者の記述割合(%).

イメージの類型
若者 中年 高齢者

N=367 N=234 N=367 

緑のある風景 61 77 69 

植物以外の自然風景 23 16 18 

人や家庭の風景 10 5 10 

人工的な風景 4 。
そのf也 2 3 

N:記述された具体的なイメージの数.

Table 4. Image 01 each keyword by group (%ト
第4表.キーワード別にみた回答者の記述割合(%).

イメージの 若者 中年 高齢者

キーワード N=367 N=234 N=367 

山や緑 14 22 23 

草原 15 6 2 

田園 9 12 10 

水と緑 8 15 12 

庭や公園 8 16 12 

草花 7 5 10 

海 13 12 10 

空 7 3 4 

その他の自然 3 2 4 

人や家庭の風景 10 5 10 

人工的な風景 4 。
その他 2 3 

N:記述された具体的なイメージの数.

Table 5. Type 01 images 01 each elderly group (%). 
第5表.類型別にみた高齢者の記述割合の比較(%).

カラオケ愛好
一般高齢者 高齢者合計

グループ

回答数 180 347 167 

癒される風景が思い浮かぶか 7

はい 57 

43 

89 
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74 
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自然要素の中でも， r植物のある風景」は 77%となっ
た。高齢者グループでは，自然要素のある風景に癒し

を感じると答えたものは 87%で， r植物のある風景」
を癒しの風景として記述したものは 69%となった。

これに対し，街などの「人工的な風景jを記述したも

のは，中年では 1%，高齢者では 0%であった。

第4表から，樹木および樹木が集合体となる「山や

緑などの風景」のイメージが3グループともに多いこ

とがわかる。ただし若者グループでは，他のグループ

に比べて，緑が広がる「草原」のイメージの割合が高

い。また，中年や高齢者のグループでは， r水と緑」
や， r庭や公園jという身近な自然のイメージが2番
目， 3番目に多く挙げられている。

また，ストレスを発散させるうえで日常的に利用さ

れる場としてカラオケがあることに注目し，特別な趣

味をもったグループと一般のグループで比較するた

め，高齢者グループからカラオケ愛好高齢者のグルー

プを抽出し，それ以外の一般高齢者と比較した(第5

表)。その結果，カラオケ愛好高齢者グループで，癒

しの風景を想起できると答えた人が全体の 57%で，

一般の回答者に比べて低かった(第5表)。さらに，

具体的に癒しの風景のイメージを記述した人は 77人

と全体の46%に留まったことが特徴的であった。こ

のことからカラオケ愛好者は癒しの代償作用を歌うこ

とから得ていることが推察される。

具体的に癒しの風景イメージを記述したもののう

ち，自然要素がある風景を記述したものは 88%と，

一般の高齢者とほぼ同じであった。しかしその内訳で

は，植物以外の風景が記述された割合が30%と一般

の高齢者の 13%よりいちじるしく高かった(第 5

表)。これは，海に固まれた淡路島に暮らす回答者

が，幼少から馴染んだ海や空の風景が，彼らの癒しの

風景感を規定する要因になっていることを示すものと

みられる。

各グループを比較すると，中年，高齢者グループは

自然風景の中に癒しをみいだす割合に大きな差はみら

れないが，若者グループは海や空など「植物以外の自

然風景jが23%を占め，中年，高齢者グループより

やや高かった(第3表)。

一方，中年，高齢者グループに自然風景の中，特に

植物のある風景に癒しを感じる割合が高くなる傾向が

みられる(第3表)のは，加齢による「老いることへ

の焦燥感jや「孤独感jが，無意識のうちに，植物な

どの存在する風景への回帰の中に癒しをみいだそうと

していることの表れであるとも考えられる。

若者，中年，高齢者の3グループを比較すると，回

答には植物のある自然風景をイメージするという共通

性がみられた。人間の癒しには樹木や草花，水，光な

ど植物そのものが存在する風景や，植物が生育するこ

とのできる空間イメージが不可欠であるといえる。

以上のような調査結果は すでに研究されている

「安らぎ感j(河合，1995)や「人聞が求める本質的な

風景j(ベルク，2000)，あるいは「人はDNAから自然

を求めるj(中村，1995)という視点と同様の結果を表

している。

癒しという言葉の意味に近接する安らぎに関する調

査(大山ら，1991)では，それを得るための必須要素

として， r開放感・達成感j，r空間の雰囲気に浸るj，
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「人とふれあうj，r行動に没頭するj，r基本的欲求を
満たすJという項目があり，特に「屋外空間の雰囲気
に浸るj場合は， 80%が樹木や山などの自然要素に浸

ることが指摘されているが，本調査でも同様に，植物

が存在することへの関心の高さが明らかになった。

癒しとは，生きる力の回復や修正のプロセスである

が(浅野ら，1999)，上記の結果は，植物が生育する空

間でストレスは緩和されると人々は評価していること

を示唆する。

一方，植物などが介在する風景以外に， r人や家庭
の風景Jとして(第2表)，一家団らん，年寄りの寝
ている様子，縁側の猫など， r棲みかjをイメージし
た風景を記述したのは，若者グループでは 10%，中

年クゃループでは5%，高齢者グループでは10%であっ

た(第4表)。

Lewis (1996)は，人間が植物の存在を安全や生存

を保障するものとしてとらえてきたのは，その環境が

自ら棲みかとするのに適した場所であることを象徴的

に表現していると述べている。ボルノー (1983)もま

た，人は意識して風景を求め眺めるのではなく，本能

的に安らぐ空間として「人間の保護的包被物」であ

り，かつ世界と生に対する「信頼を得ることのできる

空間Jを求めていると述べている。

本データは， Lewis (1996)，ポルノー (1983)がい

うように，人間の癒しとなる風景には，守られる，安

心できるという要素が不可欠であり，人が安らぐため

には「棲みか」という自分を保護する空間イメージも

必要であることを実証するものともいえよう。

マズ、ロー (1997)は，人間の基本的な五段階の欲求

の低次は「生理的」また「安全jの欲求が満たされる

ことであるという。人聞は、「食べるj，r寝る」と
いった「生命維持Jと， r守られる」という「安全の
確保jという基本的欲求が，植物が生息できる空間の

中で実現できるというイメージをもっている。人がス

トレスを感じ，それを修正しようとするプロセスは，

この空間をイメージできることをあらわしているとい

えよう。

上で明らかになった「植物があるj風景、「棲み

家」という風景は，ユング(山中，1996)がいう人類

共通の普遍的無意識にある「元型jとみることができ

る。いいかえれば， r元型風景」と称することもでき
ょう。

2. r癒しの風景Jには「感じる風景jと「関わる風
景Jとがある
本調査では， r癒しの風景jに関する自由記述を求
めたものである。記述には，そのシーンの空間に身を

置くものが大部分を占めた。

樹木，光，水，風，空，草花などがある自然環境の

中に身を置くことによって癒されるという回答は，若
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者，中年，高齢者のグループを合わせて， 968シーン

のうち846シーン (87%)であった(第3表)。これ

ら自然環境をイメージするシーンの中で特筆すべきイ

メージは， r植物を育てることによって癒される」
シーンであった。これは， r庭の草取りj，r一心不乱
に草を抜く j，r自宅の庭の手入れj，r畑仕事に勤し
むj，rハウス内の花への水やりj，r庭の花の手入れと
それを友人にあげる時j，r事材直えの草花の世話j，r植
木の手入れj，r盆栽の手入れj，r植物を育てている自
宅のベランダj，r自宅の温室・植物の世話jなどの具
体的記述である。

Table 6. Images suggesting active involvement to landscape (%). 
第6表.育てる風景の記述.
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7 ( )内はそれぞれの年代の記述数に対する割合(%).

これを年代別，性別にまとめてみると， r育てるj
ことに関するイメージが，若者グループでは低く，中

年・高齢者グループでは比較的高い(第6表)。この

ことは， 1O~20 代の若者は，植物を育てる時間や空

間的なゆとりがないこと，中年・高齢者になると時間

や空間の余裕および，育てることの豊かさを楽しむゆ

とりをもっ人が増えていくことを示す結果であろう。

一方，性別で比較すると，女性はどの年代グループ

でも「育てる」ことに関するイメ」ジを記述している

人がいるのに対し，男性では高齢者グループのみが記

述している。これには，若者・中年男性は，それらへ

の関心あるいは楽しむゆとりをもっておらず，男性は

仕事を離れた60代以降になってはじめて「育てる行

為」への興味やそれを実行するゆとりをもつことが出

来るという男女の違いが表れている。

以上のことから癒しの風景には，風景の中に身を置

くことや遠くの風景を眺めることによって癒される

「感じる風景」と，植物を育てることによって癒され

る「関わる風景」があることがわかる。

この「感じる風景jとは，感覚を知覚化することが

基本となるものといえる。知覚とは感覚器官への刺激

を通じてもたらされた情報を基に外界の対象の性質，

形態，関係，および身体内部の状態を把握することで

ある(新村，2000)。すなわち感じる風景による癒し

は，見る，聞く，触る，味わう，匂うという人聞の五

感を通して，生命作用に対して有意な影響を与える何

らかの刺激を得ることからもたらされる癒しである。

感覚からの印象(感覚印象)は知覚に統合されるが，

それは過去の経験や判断に左右される(中村，1979)。

本研究において採用した調査方法である日を閉じて

思い浮かぶ風景を記述することは，潜在する記憶，あ



るいは心象風景に働きかけ，その回答者の癒しの風景

イメージが言葉選択として想起されるプロセスを示す

手法として有効であるといえる。

「関わる風景」は，風景を構成する要素である植物

を育てるプロセスによって得られる癒しである。植物

を育てる行為を治療の手法として活用する「園芸療

法jをはじめとし，植物の生育プロセスとその空間を

共有することによって希薄となった都市居住者の関係

性を改善していく「コミュニテイ・ガーデンjや，集

団で植物を育てることによって学童聞の関係性を良好

にし，コミュニケーションなどの改善を図る「スクー

ルガーデン」などが関わる風景の例であるといえる。

松尾 (1998)はまた，マズローの欲求を引用し，植物

と人との関係を人聞は五感を使って食べ物を得るなど

の生きるための手段として植物を求め，かつ，世代を

維持するための子育て(そだてる)本能を充足させる

と述べている。

植物を育てるという関わる風景の中でくりひろげら

れる動作体験(松尾，1998)は，五感で感じた感覚を

知覚化し，さらに運動化することで身体感覚につなぐ

ことから，精神のバランスをとるうえで，重要なもの

と位置づけられる(山根ら，1999)。人は耕し，種をま

き，育て，刈りとる，その時々の体験を通して期待感

や結果の達成感によってストレスが消化され，癒され

ていくことを認識しているといえる。

まとめ

本研究の結果，人が求める癒しの空間には，植物が

豊かに存在し，それらが健全に生育するための自然空

間要素に満たされていることが必須であることが指摘

できる。また，その空間が棲みかという意識に到達し

得る安全で安定した状態を保持していることが重要で

あることも示唆された。

結局，人が安らぎを得る「癒しの風景」は，生命を

健全に維持できる，生物の棲息できる条件が整ってい

ることを表象する空間であり，かつ安全や安心につな

がる保護的包被物空間の要素を内在させている空間で

あるといえる。これらの要素を満たすものとして，自

らは生息地を移動することがなく「あるがままに」風

景構成要素のーっとしての役割を果たしている植物存

在の重要性が指摘でき，本研究ではそれを実証したと

考えている。

癒しの風景には「感じる風景」と「関わる風景」と

の二面性があるが，この二つの風景には，密接な相E
関連性がある。主体となる人間の身体および精神状況

によって，必要とする空間は変化する。人は「心jの

世界における風景と「体」の世界における現実的体験

を，癒しのプロセスの中で統合しようとしている。

あるときは積極的に植物を育てる行為を選択し，そ

して別のときには感覚的に窓から眺める行為を選択す

る。ある季節は眺め，ある季節は耕す。相互の選択プ

ロセスを通し，人は精神的，肉体的，社会的な癒しを

風景から享受し，意識と無意識の世界における相互浸

透を「心の動き」と「体の動きjとを連動させること

によってスピリチュアル(魂的)な癒しを目指す。す

なわち，このような相互浸透の機能を満たしうる風景

が「癒しの風景:ヒーリングランドスケープ」といえ

よう。
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